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守
る
地
域
づ
く
り
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。
市
の
職
員
が
妊
婦
期
の
女
性
に
接

す
る
最
初
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
多
く
の

場
合
、
役
所
で
の
妊
娠
届
出
・
母
子
健

康
手
帳
の
交
付
時
に
な
り
ま
す
。
神
戸

市
で
は
、
保
健
師
等
の
看
護
職
が
、
来

所
し
た
す
べ
て
の
妊
婦
に
個
別
に
面
談

を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
は
、
妊
婦
健
診
、

産
婦
健
診
、
新
生
児
訪
問
、
乳
幼
児
健

診
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
保
健
事
業
が
あ
り
、

親
子
に
伴
走
し
つ
つ
必
要
に
応
じ
て
支

援
を
行
う
体
制
と
し
て
い
ま
す
。
い
ず

れ
の
事
業
も
受
診
率（
参
加
率
）は
お
お

む
ね
95
％
を
超
え
、
悉し

っ

皆か
い

性
の
高
さ
が

母
子
保
健
事
業
の
特
長
と
い
え
ま
す
。

こ
れ
は
住
民
を
対
象
と
し
た
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
の
観
点
か
ら
は
重
要
な
要
素
と

考
え
ま
す
。

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の

エ
ビ
デ
ン
ス

私
は
神
戸
市
に
入
職
後
、
幾
つ
か

の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
導
入
、
拡
充

に
関
わ
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
例
え

ば
、
妊
婦
健
診
の
検
査
基
準
の
導
入

（
２
０
１
６
年
）、
先
天
代
謝
異
常
等
検

査
の
対
象
疾
患
の
追
加（
２
０
１
７
年
）、

産
婦
健
診
に
お
け
る
産
後
う
つ
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
の
導
入
（
２
０
１
８
年
）、

新
生
児
聴
覚
検
査
費
用
助
成
の
開
始

（
２
０
１
９
年
）、
３
歳
児
健
診
に
お
け

る
眼
科
屈
折
検
査
の
導
入
（
２
０
２
０

年
）等
で
す
。

証
拠
に
基
づ
く
政
策
立
案
（Evi-�

dence�Based�Policy�M
aking

：
Ｅ

Ｂ
Ｐ
Ｍ
）が
重
視
さ
れ
る
時
代
に
な
り
、

果
た
し
て
科
学
的
根
拠（
エ
ビ
デ
ン
ス
）

に
基
づ
く
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
実
施
で

き
て
い
る
か
、
事
業
を
評
価
す
る
視
点

を
持
つ
こ
と
も
大
事
な
こ
と
と
思
っ
て

い
ま
す
。
前
述
の
先
天
代
謝
異
常
等
検

査
の
対
象
疾
患
の
追
加
分
析
（
脊
髄
性

筋
萎
縮
症
等
の
８
疾
患
）に
つ
い
て
は
、

神
戸
大
学
を
中
心
と
す
る
研
究
組
織
か

ら
提
案
を
受
け
た
当
時
、
市
の
保
健
事

業
と
し
て
実
施
す
る
に
は
エ
ビ
デ
ン
ス

の
集
積
が
ま
だ
十
分
で
は
な
い
と
の

判
断
に
至
り
ま
し
た
。
県
、
医
療
機
関

の
関
係
者
と
協
議
を
重
ね
、
保
健
事
業

で
は
な
く
研
究
と
し
て
実
施
す
る
方
針

で
合
意
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
学
で

慎
重
に
作
成
さ
れ
た
研
究
計
画
書
に
基

づ
き
、
神
戸
市
保
健
所
に
設
置
し
た
倫

理
審
査
委
員
会
で
も
承
認
を
得
た
上
で
、

検
査
検
体（
ろ
紙
血
検
体
）の
研
究
機
関

へ
の
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。

追
加
対
象
の
８
疾
患
は
、
国
が
補
助

対
象
と
し
て
い
る
20
疾
患
に
含
ま
れ
て

お
ら
ず
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を
住

母
子
保
健
事
業
の

特
徴公

衆
衛
生
大
学
院
を
修
了
後
、
し
ば

ら
く
臨
床
と
疫
学
研
究
を
行
う
生
活
を

続
け
て
い
ま
し
た
が
、
縁
あ
っ
て
神
戸

市
職
員
と
し
て
公
衆
衛
生
の
実
務
に
従

事
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
臨
床
で
小

児
科
を
専
門
と
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

こ
ど
も
家
庭
局
の
配
属
と
な
り
、
主
に

母
子
保
健
事
業
の
運
営
に
携
わ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

近
年
の
母
子
保
健
は
、
妊
娠
期
か
ら

子
育
て
期
ま
で
切
れ
目
な
く
支
援
を
提

供
し
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
見

期待
の若手シリーズ

私にも
言わせて!
第140回

よ
う
な
症
例
の
報
告
で
、
多
く
の
人
は

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
意
義
に
理
解
を
示

し
て
く
れ
ま
す
。

一
方
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
害
の
面

は
、
実
態
の
把
握
に
時
間
や
コ
ス
ト
が

か
か
り
、
一
般
に
理
解
さ
れ
難
い
よ
う

に
思
い
ま
す
。
害
の
例
と
し
て
、
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の
精
度（
偽
陰
性
、

偽
陽
性
）に
起
因
す
る
も
の
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
い
わ
ゆ
る「
見
逃
し
症
例
」と

「
過
剰
診
断
」の
問
題
で
す
が
、
こ
れ
ら

の
把
握
は
被
検
者
の
予
後
の
追
跡
が
必

要
で
、
全
容
の
把
握
が
な
か
な
か
困
難

で
す
。
利
益
と
害
に
関
す
る
エ
ビ
デ

ン
ス
に
つ
い
て
、
役
所
で
独
自
に
行

う
文
献
レ
ビ
ュ
ー
に
は
限
界
が
あ
る

た
め
、
米
国
予
防
医
学
専
門
委
員
会

（U
.S.�Preventive�Services�T

ask�
Force

：
Ｕ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｆ
）や
英
国
の

国
立
医
療
技
術
評
価
機
構
（N

ational�
Institute�for�H

ealth�and�C
are�

Excellence

：
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
記
述
さ
れ
て
い
る
、
エ
ビ
デ

ン
ス
の
要
約
や
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
推

奨
度
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

１
９
０
０
年
ご
ろ
、
欧
米
で
地
域
の

住
民
を
対
象
と
し
た
健
診
・
検
診
が
始

ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
早
期
治

療
は
予
後
を
改
善
す
る
（
医
療
費
を
抑

制
す
る
）と
い
う
信
念
の
下
、
そ
の
後
、

が
ん
、
難
聴
、
糖
尿
病
等
、
さ
ま
ざ
ま

な
疾
病
に
対
す
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が

急
速
に
社
会
に
実
装
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

や
が
て
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
利
益
と

害
の
バ
ラ
ン
ス
を
疑
問
視
す
る
声
が

上
が
り
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
はM

ax�W
ilson

と

Gunner�Jungner

の
２
人
の
専
門
家

に
調
査
を
依
頼
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
結
果
的
にW

ilson-Jungner

の

報
告
書（
１
９
６
８
年
）に
よ
り
、
多
く

の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
問
題
点
が
指
摘

さ
れ
ま
す
。
こ
の
報
告
書
は
明
瞭
な
根

拠
や
原
則
な
し
に
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が

普
及
し
て
い
く
時
勢
に
対
す
る
警
鐘
と

な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
示
さ
れ
た

「
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
検
討
す
る
際
の

10
か
条
」は
、
現
代
で
も
保
健
従
事
者

が
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
企
画
す
る
際
に

参
考
と
す
る
べ
き
も
の
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に

期
待
す
る
こ
と

現
代
の
母
子
保
健
事
業
は
、
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
に
お
け
る
悉
皆
性
の
高
さ

を
実
現
し
や
す
い
領
域
で
す
が
、
そ
れ

故
、
保
健
事
業
と
研
究
の
境
界
が
あ
い

政
令
指
定
都
市
の
母
子
保
健
を
所
管
す
る
部
署
で
、
乳
幼
児
健
診
の
診
察
を
行
い

つ
つ
、
さ
ま
ざ
ま
な
保
健
事
業
の
管
理
運
営
に
取
り
組
む
日
々
で
す
。
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
を
自
由
に
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て

～
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
観
点
か
ら
～

ま
い
な
ま
ま
、
検
査
の
み
が
先
行
し
て

普
及
す
る
懸
念
に
直
面
し
や
す
い
と
も

感
じ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、「
遺
伝
子
」

や「
障
害
」と
い
っ
た
テ
ー
マ
に
関
す
る

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
、
早
期
発
見
の
意

義
や
検
査
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制

も
含
め
て
、
社
会
へ
実
装
す
る
前
に
十

分
な
議
論
を
求
め
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
小
児
を
対
象
と
す
る
場
合
は
、

本
人
の
意
思
確
認
や
同
意
取
得
が
難
し

い
と
い
っ
た
点
か
ら
も
、
本
来
、
倫
理

的
配
慮
が
も
っ
と
検
討
さ
れ
て
も
よ
い

と
思
い
ま
す
。
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
、

科
学
的
で
あ
る
と
同
時
に
、
倫
理
的
で

も
あ
る
べ
き
と
い
う
観
点
も
必
要
で
は

な
い
か
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
、
公
衆
衛
生
倫
理
の
議
論
が
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
分
野
に
お
い
て
も
活

発
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
つ
つ
、
現
在

は
、
１
か
月
児
健
診
と
５
歳
児
健
診
の

導
入
に
向
け
た
議
論
や
準
備
等
、
新
た

な
保
健
事
業
の
推
進
に
励
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か

し
つ
つ
、
市
民
に
と
っ
て
有
益
な
保
健

事
業
を
実
現
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 2001年兵庫医科大学卒業後、国立

成育医療研究センター等で小児科診
療に従事。2007年京都大学公衆衛
生大学院を修了（MPH）。2016年よ
り神戸市に入職。

神戸市こども家庭局
医務担当部長

三品 浩基

民
に
適
用
し
た
際
の
検
査
陽
性
率
、
陽

性
的
中
率
等
の
検
査
特
性
が
見
通
せ
な

い
こ
と
が
、
市
の
保
健
事
業
化
に
向
け

た
大
き
な
課
題
点
で
し
た
。
ま
た
、
検

査
陽
性
者
に
対
す
る
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
体
制
等
の
検
査
後
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
に
つ
い
て
も
、
ま
ず
は
研
究

と
し
て
試
行
錯
誤
を
行
う
段
階
と
の
考

え
も
あ
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
研
究
機

関
の
先
生
方
の
地
道
な
活
動
に
よ
り
、

徐
々
に
研
究
協
力
機
関
は
増
え
つ
つ
あ

り
、
早
期
治
療
に
つ
な
が
っ
た
症
例
も

報
告
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
近

い
将
来
、
研
究
成
果
が
社
会
に
発
信
さ

れ
、
全
国
的
に
実
施
さ
れ
る
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
に
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の

原
則ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
計
画
に
お
い
て

は
、
対
象
集
団
に
生
じ
る
利
益
が
害
を

上
回
る
こ
と
が
原
則
で
あ
り
、
利
益
と

害
の
双
方
の
エ
ビ
デ
ン
ス
の
集
積
が
必

要
で
す
。
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
主
な
利

益
は
、
疾
病
が
早
期
に
発
見
さ
れ
、
症

状
発
現（
重
症
化
）前
に
有
効
な
治
療
の

開
始
に
つ
な
が
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の


